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【職歴】 

1991（平成 3）年   広島大学医学部卒業 

1991（平成 3）年   広島大学医学部附属病院内科研修医 

1993（平成 5）年   広島大学第一内科（現：消化器・代謝内科）入局 

1993（平成 5）年   三次（みよし）地区医療センター内科医師 

1996（平成 8）年   広島大学大学院医学系研究科入学 

1999（平成 11）年   広島大学大学院医学系研究科修了 

1999（平成 11）年    国立療養所賀茂病院内科医師 

2002（平成 14）年   広島大学保健管理センター助手 

2007（平成 19）年   広島大学保健管理センター助教 

2012（平成 24）年  広島大学保健管理センター准教授 

2021（令和 3）年     広島大学保健管理センター教授 

 ＜現在に至る＞ 

 

【研究領域】 

医療におけるリスクマネジメント，便秘, 消化器がん検診 

 

【所属学会】 

日本医事法学会，日本消化器内視鏡学会，日本消化器病学会，日本消化管学, 日本消化

器がん検診学会，日本内科学会 

 

【指導医・専門医】 

日本消化器内視鏡学会指導医，日本消化器病学会指導医，日本消化管学会指導医，日本

消化器がん検診学会指導医, 日本内科学会施設指導医 

 

【評議員】 

日本消化器内視鏡学会評議員，日本消化器病学会評議員，日本消化管学会代議員, 日本

消化器がん検診学会代議員 

 

 



 

【委員】 
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日本医療安全調査機構（医療事故調査・支援センター）分析班 

委員 

2021（令和 3）年～2022（令和 4）年, 2025（令和 7）年～ 

日本医療安全調査機構（医療事故調査・支援センター）個別調査 

部会委員 
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